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そろいの目立つ色合いでロゴ入りの帽子やＴシャツ、ボストンバッグ等を身につけたスリランカ の団体をみかけることがある。彼らは送出し業者を介してこれから出稼ぎをする団体であ 。その一方で、出稼ぎから戻る家族を待つ人々もよくみ ける。筆者も空港到着ロビーで再会を喜び合う家族や、中東から数年ぶりに帰国した家事労働者（家政婦）の母親に人見知りをして近づこうとしない子どもの姿などを目の当たりにしてきた。空港からタクシーに乗ると高い確率で中東出稼ぎ経験者の運転手が担当する。出稼ぎで得た資金で乗用車を購入したら貯金も底をつき、運転手として働くようになったと話し出す。このように、
●はじめに　
スリランカで人々の海外出稼ぎ


































































































































設、収入がなかった、子どもの教育費、借金返済といった主に経済的理由であった。家事労働者として中東へ向かう女性の世帯の大半は貧困層に該当した。また、多くの女性がやむを得ず出稼ぎする状況であった。当時のスリランカ社会では、海外出稼ぎ する妻が家計を支えるという夫婦が社会現象のようになっていた。とく 職業スキルのない地方農村の主 でも数週間程度の研修で働くことので
きる家事労働者の仕事は、突然の窮地に陥った貧困世帯を救うことができた。　
しかしながら、外国人女性家事
労働者、とくに住込みで く場合、中東やアジア諸国では賃金は低く据え置かれ、職場は第三者の目の届かない雇主のプライバシーが保護されるべきところにあり、労働法等の適用除外であり 経済力がなく、孤立しており、外国人であり、女性であるという条件が 彼女たちの労働条件や人権を侵害する確率を高めた。現に聴き取 調査でも雇主やそ 家族から肉体的・性的・精神的暴力や虐待、体罰や叱責、監視、軟禁、家族との交信禁止などの事案が比較的よく聞かれた。問題発生源は雇主だけではない。同僚との人間関係、外部の労働者との関係から問題が生じたという回答もあった。仕 の紹介をした業者の強引な契約不履行を理由とする賃金未払い・減額などもあった。問題から逃れるために雇主宅から脱走・逃亡をし女性も少なくなかっ 。実際に、女性家事労働者からのクレームは他の職種と比較しても突出して高く、原因不明の死亡、拘置所収容や刑務所服役、雇主の子ど を死
なせた罪での死刑判決などの問題が報じられるようになった。　
問題は海外出稼ぎ先だけにとど




































































































市場開拓のためにマレーシアや韓国などの海外の労働力受入国との間で覚書協定の締結を進めてい 。より熟練度の高い分野への参入を目指している。とくに男性 者を中心とする韓国へ 出稼ぎは近年増えている。韓国は二〇〇四年からＥＰＳ（雇用許可制度）を、スリランカを含む六カ で導入し、現在一五カ国以上のアジアの発展途上国と締結している。二〇〇六年に韓国労働省とスリランカ外務省との間で正式に覚書が交わされた。スリランカ 内に事務所が置かれ、韓国人所長一名と数名の現地人スタッフで人的資源開発サービス（ＨＤＲ）が運営され、労働者の選出から雇用先紹介まで一貫して韓国政府系機関が専任し、スリランカ側で不正な仲介が行われないよう透明性 維持を目標と
しながら、スリランカ人の労働者を韓国へ送出してきた。しかしながら現地で聴き取り調査をすると、韓国への出稼ぎにはやはり政治的なネットワークや仲介な には実現できないなどの声が聞かれた。　
近年、筆者も国内各地で男性に


















稼ぎを削減する取り組み、政府による出稼ぎ者および仲介業者に対する管理体制の強化、よ 技能レベルの高い労働者の送出奨励は続けられるであろう。また、政権交代後の開発事業計画の中断という一連の動きは、換言すれば、海外就労奨励政策には、国内の開発政策運営の脆弱性をカバーす 役割があるといえる かもしれない。　
筆者がスリランカ国内で聴き取
り調査をした結果では、出稼ぎ者本人や家族の心理的負担が大きいことが明らかになった。それは長期化すればするほど、とくに子どもの教育、生活習慣、人間関係構築力に何らかの負の影響 出やすくなると 印象を受けた。家族関係の脆弱性は次世代 人間発達のあり方に負の影響をもたらし得点は否めない。　
またスリランカ国内でさえも、




















































2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
観光産業 － 350 576 830 1,039 1,715 2,431
輸出産業
茶 1,272 1,285 1,441 1,491 1,412 1,542 1,628
衣類縫製品 3,478 3,261 3,356 4,191 3,991 4,508 4,930
外国資金流入
ODA 731 　703 　580 　608 　487 　423 －
FDI 752 　404 　478 　956 　941 　933 　944
海外労働者送金 2,918 3,330 4,116 5,145 5,985 6,407 7,018
（注）1） 　ODA（Official Development Assistance）はドナー国の実績額と国際機関の実績額の合計を計上している。FDI（Foreign Direct 
Investment）は外国企業による長期資本の純額を計上している。
　　2）　2014年は推計値。
（出所） 　Central Bank of Sri Lanka, Annual Report 各年号。OECD Stat（http://stats.oecd.org）、The World Bank（http://data.worldbank.org）、
（2015年11月17日アクセス）。
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